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農産物市場の展開と商業資本

一同英実
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I 序

高度に発達した独占資本主義のもとで，小農の版売する農産物を取扱う商業

資本の性格と機能を分析するのが本論の課題である。いっぱんに商業資本は資

木主義の三つの発展段階に照応して，その性格を異にしている。すなわち資木

主義の発生期ではいわゆる前期的商業資本として小商訂1#:.産を従属させている

が，自由主義の段附で、は産業資木の商品資本がn立化した形態として平均利刊
の，形成に参加し，独占資木主義の段附では独占資本に従属し，いわゆる千数料

商人に転化するものとされている。しかし，独占資本主義のもとにありながら

独占資本の商品を取扱うのではなく，小農の販売する農産物を取扱う商業資本

のばあい，その手数料商人化がすすむといっても独自の考察を必要とするO
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農産物取扱商業資本の特質を考察するにあたって，まず問題となるのは，そ

の段階分化の問題であるO すなわち，農産物の収集，仲継，分散の各過程に対

応して商業資本が多数介在しているが，これらの段階分化はし、かなる根拠にも

とづくものか，また，独占資本主義のもとで段階排除が進行するといわれる

が，こうした特質をもっ農産物取扱商業資本のばあい，いかなる形で進行する

かが分析されなければならなL、。つぎに，こうした段附分化あるいは段階排除

の問題は農産物取扱商業資本の運動，すなわちその回転と競争の問題との関連

で考察される必要ーがある。農産物取扱商業資本といえども，発達した資本主義

経済のもとでは資本一般の競争にまきこまれざるをえなし、。そのばあい，とく

に独占資本主義のもとでの農産物取扱商業資本の同転と競争の特質が明らかに

される必要があるO さらに，これらの問題の考察を前提として，農産物取扱商

業資木の性絡を明らかにする必要がある。とくに，農産物取扱商業資本が独占

資本主義のもとで手数料商人化されるというばあいのメカニズムが検討されな

ければならなし、。

本論では，これらの問題のうち，農産物取扱商業資本の段階排除と段階分化

の問題およびその回転と競争の問題をとりあげ，農産物取扱商業資本の手数料

商人化の問題は別稿にゆずる。なお，本論では，農産物取扱商業資本に関する

これらの一般的な考察にもとづいて，より具体的にわが国における青果物取扱

商業資本の性格と機能の変質過程を総括し，とくに今日の青果物市場再編成政

策の意味を検討する。

]1 農産物取扱商業資本の段階分化と段階排除

1. 問題の所在

農産物の流通機構の複雑性は，その流通形態が多様であるためばかりでなく

農産物の流通過程における商業資本の多段階的介在によるものであることはし

ばしば指摘されている。すなわち，農産物流通の特質として収集，仲継，分散

の各過程を必要とし，それらの諸機能に対応して農産物取扱商業資本が多数存

立している。農産物流通のこの特質は，独占資本主義のもとでも基本的に払拭

1) I農業経済研究」第35巻，第 1号， 1'"'-'7ページ， 1971年4月，岩波書応。
1) 農産物の収集・{中継・分散の各過程に介在する商業資本の諸機能については，
つぎの著書を参照。
川村琢~r農産物の商品化機造』宍笠宮ー房，昭和35年， 103ベージ~107ベージ。
御関喜博蒋『農産物市場論』東大出版会， 1966年， 36ベージ。
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されえなし、。

ここでの問題は，まず農産物の流通過程において，農産物取扱商業資本が収

集・イ中継・分散の各段階に分化，内立化する根拠を明らかにし，つぎに独占資

本主義のもとでは一般に商業資本の段階短縮と商業資本の排除がすすむといわ

れるが，農産物取扱商業資本のばあいは，どのような特質をもって現われ，そ

の条件は何かを検討することである。

これまで，農産物取扱商業資本のばあいも，独占資本主義あるいは同家独占

資本主義のもとでは，その合理化と段階排除が直接進行するものと， ，塑解され

ることが多かったO しかし，現実の農産物市場の展開過程をみると，国家独占

資本主義のもとでも，一方では農産物取扱商業資本の段階縮小の進行もみられ

るが，他方ではまたあらたに段階分化の進展する傾向もみられるのであるO こ

うした現実の複雑な過程を正しく分析するためには，独占資本主義のもとでの

商業資本の合理化・段階排除を問題にするまえに商業資本の段階分化論を農産

物流通の分折に必要な限りにおいてまず整理し，つぎに農産物取扱商業資本の

ばあい，その段階分化がどのような特殊性をもって現われるか，その根拠を示

し，最後に独占資本主義のもとで，農産物の流通過程における商業資本の合加

化と段階排除の特質を明らかにしなければならなL、。

2. 高業資本の段階分化

マルクスの『資本論』第3巻，第4編での商品取扱資本の分析は「資本;の核

心的構造の分析に必要なかぎり」に限定され，それはあくまでも産業資本の再

生産過程の一段階をなすにすぎない商品資本の貨幣資本への転化の過程が，資

本家の特殊な種類である商品取扱業者の専門の操作として現われ，一つの特殊

な投資に属する営業として独立させられたものとして分析している。そして，

これによって，元来は産業資本の再生産過程の特殊な一段階でなさるべき機能

の一部分が，生産者とは別な特別な流通担当者の専有機能として現われるので

あり，このことは社会的分業の発展の特殊なー形態を示すものであるO そして

マルクスはこの商業資本自立化の根拠として，つぎの三点をあげているO すな

わち， (1)分業の結果として，もっぱら売買だけに従事する資本は，仮りに産

業資本が自分の業務の商業的部分も全部自分で営まなければならないとした場

合に比べてより小さいということo (2)商人が専門にこの業務に従事するの

で，生産者にとって自分の商品がより速く貨幣に転化されるだけではなく，商
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lfh資本;そのものがその変態を，生産-者の手のなかでする場合よりも，より速く

すませるということ， (3)商人資本全体を産業資本と対比して見れば，商人資

本の一回転は，一つのよL.iW切出iにある多数の資本の回転を表わすだけではな

く，いろし、ろな子卜Jlii者[mliにあるいくつもの資小;の凶転をも表わすことができる

ということである。そして，この tことによって，商業資本は直接には価値も剰

余価値も創造しないのであるが，それは間接には，産業資本の生産する剰余価

値をふやすことを助けることができるのであるO すなわち，商人資本が市場の

拡張を助け資本家たちのあいだの分業を媒介し， したがって資本がより大きな

規模で仕事をすることを可能にするかぎりでは，その機能は産業資本の生産性

とその蓄積を促進し，商人資本が流通期聞を短縮する限りでは，それは前貸資

本に対する剰余価値の割合，つまり利潤率を高くし，商人資本が資木のよりわ

ずかな部分を貨幣資本として流通部聞に閉じこめておくかぎりでは，それは資

本のうち直接に生産に充用される部分を増大させ， したがって剰余価値を増加

するのである。

「資本論』で、は，このように産業資木のー形態である商品資本の機能の一部

分を専門的に分担するものとして向立化した商業資本の運動を，一体として，

「資本の綴心構造の分析に必要な限り」という前提のもとで研究しているO し

たがって，商業資本の専門的，あるいは段階的分化の問題，商業資本の諸形態

とその運動などの特殊的研究は行なわれていなし、。したがって，ここで問題に

しようとする商業資本の段階分化についても，その特殊な考察が必要となるO

商業資本の段階分化あるいは商業介入 CHandelseinschaltungs)を問題にする

ばあい，この傾向を示したシェーア(J.F. Schar)の図がしばしばもち出さ

れる O それを示せば，第1図の如くであるO すなわち，第1段階は自給自足の

経済組織であってそこには商業は存在しなし、。第2段階は生産者と消費者とが

分離し対立する経済組織であって，余剰生産物についての直接的交換が行われ

るけれども，まだ両者の中間に介在する商業は発生しなし、。第3段階に進んで

はじめて生産者と消費者との聞に交換を媒介する商業が発生するO これによっ

て市場経済組織はL、ちだんと進展する。第4段階は，介入した商業が二種に分

1) マノレタス『資本論』大月害賠， M・I全集第25a巻， 345~346J'L 
2) IF資本論.1351頁。
3) J. F. Shar“Handels -Betriebslehre " J. 186ベージ。
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第1図 商業資本の段階分化の傾向
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V 四個の対立。
世界市場と世界交通
の発達

V 発達した商業組織

~ 多数の中品?段階の
介入による分業の
一層の発展

備考:p=生産者.K=消費者.H=商業.KH=蒐集高業.DH=分散商業.ZH=('中継商業

森下二次也『現代商業経済論』よりヲ|用

化して，収集商業 (KollektierenderHandel)と分散商業 (Distribuiorender 

Handel)とに分かれる。第5段階では，商業の分化がさらに進行して収集商

業と分散商業との聞に仲継商・業 (Zwischenhandel)が介入するO 第6段階で

は，収集，イ中継，分散の各段階でさらに細分化が進行すると説明されている。

このシェアの図とその説明に対して， 森下二次也氏は， これを批判し， ま

ず，シェアの図で，このような発展段階のうちどれが資本主義社会に属するも

のであるか明示していないこと，この段階分化の形式的一貫性からただちに資

木主義社会における商業資本分化の必然性は説明することはできないとしてい

る。また，シェアが，こうした商業の段階分化の原因を，商業利潤が不断の利

害対立の増大，すなわち流通過程の新たな中間段階の介入を刺戟することによ
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るとして， もっぱら商業利潤の存在に帰していることに対してこれは段附形成

の具体的過程の説明で、あって，形成のf'l!由を示すものではないとしている:

そして，森下氏はこのシェアの残した問題の解明を一歩進めたものとしてホ

ールの研究を上げている。すなわち彼女が卸売商業の存在:fI~!由として，第 1 に

取引総数最小化の!京511[，第2に不安定平均化の原則をあげていることに対し

て，第2の!京J1!iは商業分化の恨拠を示すものとして採用できないとし，第1の

JI見引総数最小化の原J!Rを商業分化の恨拠としてm視している。ただ，ホールの
指摘する商.業分化による取引数の減少は，商人への売日の集仁|コをはなれではあ

りえず，それは売買集中の結果であるとしているO そして，この商業資本によ

る売買の集中，その結果としての取引数の減少は，ホーノレのいうように特に卸

売商業の介入にのみ固有なものではなく，すべての商業介入についてし、L、うる

ことであるとt比半日している。

そこで，森下氏の商業資本の具体的な段階分化の根拠の説明を要約すると次

のとおりであるO まず，商業資本の大規模化は，社会的総資本の要求であり，

それは商業資本目立化の必然の延長として必然的に要求される。ところが，商

業資本にとってのこの必然の要求が，産業資本と消費者との聞に一段附の商業

しか介在しない条件のもとでは，すくなくとも消費財の商業資本にとっては，

十分に貫徹されえなL、。すなわち，一般に個人的消費者に商品を販売する商業

資本は小規模分散的とならざるをえなし、。しかも，消費の個別性を反映して，

なお強く商品の使用価値からの制約を受けるので，商業資本向立化の意味がう

すれてしまう O ここに，小売商企業資本と卸売商業資本の分化は，消費財の商業

資本の基本形態である小売商業資本の小売資本としてもつ要求と商業資本とし

てもつ要求との内面的矛盾の，外部内<Jな展開として把握される。そのばあい，

卸売商業資本の分化は，そこに新たにそれだけの商業資本が産業資本から追加

されると考えるべきではなく，小売商業資本としてすでに自立化した商業資本

の一部が卸売商業としてプールされたものとみるべきで，それによって全体と

して商業資本はかえって節約されるものとみるべきであるとしている O

さらに卸売商業資本内部における細分化についてであるが，このばあい分散

卸売商業資本と{中継卸売商業資本との分化については，小売商業資本から卸売

向業資本が分化するのと|司じ論却しすなわち分散卸売商業資本の分散卸売商業

4) 森下二次也者『現代商業経済論j140ベージ，有益!:閣 1960年。
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資本としての性栴あるいは要求と，商業資本としての性絡あるいは要求との矛

屑の展開として把握されるO しかし，仲継卸売商業資本と蒐集卸売商業資本と

の分化については，別個の考察が必要であるとし，これは純粋に資本主義的関

係の支配するところでは存在する ζ とのできない形態であるとしてu、るO すな

わち，現実の資本主義社会には， Jto資本主義的要素が含まれており，この非資

本主義的要素を資本主義的関係に包摂するためにかかる形態が実際上必要とな

り，総資本の要求する商業資本節約に役立つかぎりにおいて資本主義的合慢性

が認められるものとして担握される。すなわち，大規模商業資本が多数に散在

する小規模商品生産者と取引をむすぶことになると，当然商業資本の必要量は

きわめて莫大なものとならなければならなし、。この不利な結果を免れる方向と

して，蒐集卸売商業資本が成立する。以上のように，産業資本一一イ中継卸売商

業資本一一分散卸売商業資本一一小売商業資本の関係が資本主義的関係の展開

であるのに対して，仲継卸売商業資本←ー蒐集卸売商業資本一一生産者の関係、

にはなお多分に前資本主義的なものが残存していると整理されている。

3. 農産物流通の特質と段階分化

さきにみたように産業資本の商品を取扱う商業資本の段附分化は，産業資本

一仲継卸売商業資本一分散卸売商業資本 小売商業資本という関係において展

開する。しかし，現実の資本主義社会では，まだ，資本主義化されない多数の

単純商品生産者が残存しており，かれらが生産する商品をも資本主義的な再生

産構造に包摂するためには，商業資本の段階分化も仲継卸売商業資本一収集卸

売商業資本一生産者という逆の関係での展開が必要であった。

独占資本主義のもとにありながら，なお，小農生産が広汎に存在しているば

あい農産物の流通過程において収集，仲継，分散の各過程を必要とし，これら

の各過程での機能に対応して農産物取扱商業資本も多段階的に介在することは

一般に知られている。シェアの図示した商業資本の段階分化が最も発達した形

態が今日の農産物取扱商業資本の段階分化において，もっとも典型的に示され

ている。ここで農産物取扱商業資本のばあいも仲継卸売商業資本から小売商業

資本までの段階分化は，産業資本の生産する消費手段を取扱う商業資本の段階

分化とまさに共通した特質と論珂4をもつであろう O 農産物の流通過程における

商業資本の段階分化に対して，とくに特殊な性絡を与えるのは，生産者から仲

5) 森下前掲書 147ベージ。
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継卸売商業資本までの農産物の収集過程にある。しかし，農産物の収集過程に

ある商業資本ばかりでなく，仲継過程あるいは分散過程にある商業資本といえ

ども，究極的には遅れた小農生産と結びつき，小農の販売する農産物を取扱う

限り，産業資本の商品を取扱う商業資本とはちがった特質を多かれ少かれ持っ

ており，それは農業生産が商業的農業として遅れていればいるほどその傾向は

強し、。

資本主義がまだ初期の段階で，農業ではなお封建的要索を恨強く残している

ばあいは，農産物市場もなお地方分散的であるO 一般にこの段階でも都市の一

定の発展がみられ，産地市場と消費地市場の分離もすすみ，それに応じて産地

問屋と消費地問屋が形成される。この状態は，シェアの図では第4段階のー形

態で，蒐集卸売商業と分散卸売商業資本が成立した段階に対応したものであ

るO 資本主義経済が産業資本を確立し，都市への人口の集中がすすみ，農産物

市場も地域的に拡大し時間的にも広がりを示すようになると，農産物の流通過

程にも仲継卸売商業資本の介在が必要となり，それにつれて仲継組織も発達す

るO この仲継組織は，生鮮食料農産物のばあいは，卸売市場という形態をとり

また，貯蔵性のある穀類のばあいは穀物商品取引所としウ形態をとることはよ

く知られているO

前期的な取引関係を強く残している問屋資本による農産物流通にかわって，

農産物市場の一定の発展段階で仲継卸売商業資本の成立する条件を，さらに具

体的にみると，第1に産業資本が一般的に確立し，賃金労働者の都市への集中

を基礎に，食料農産物に対する社会的需要が一定の高まりをみせることが必要

となる。このばあい，その国の食料の消費構造が，とくに賃労働者階級の所得

水準に規制されて，どの段階にあるかによって，個々の農産物の仲継市場の形

成のされ方もちがってくるであろう。第2に，市場の拡大にともなう農産物価

絡の平準化の進展であるO 農産物市場の拡大は，一方では商業的農業の発展に

もとづくものであり，他方では小売商の専門化とその地位の強化を促進する。

これらの発展は，従来の問屋資本による狭い範囲内での取引と矛盾する。かか

1) 川村琢著「農産物の商品化構造JJ106ベージ。 福田敬太郎著『市場諭』新版，
95ベージ， 105ベージ，春秋社版，昭和32年

2) たとえば，日本においては，米殺の{中継市場は穀物取引所， JE米i¥i場としてゆj
治中期より)ぶく発展し，ついで
て展開し，食肉市場の{仲中継市市-場の形成はさらに遅れて，それが一般化するのは
戦後の段階である。
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る商業的農業の展開，農産物市場の拡大，専門的小売商の発展は，これまで格

差の大きかった農産物価格の地域的，時間的，段附的平準化を促進し，地方分

散的市場が全岡市場に結合されるにつれて，統一的市場価格の形成をもたら

-<Jo こうした価格の平準化傾向の進展は，従来の問屋資本による前期的な取引

をプますます;t;IJ限するものとなる。第3に，都市への人口の集中と農産物の大量取

引の必要性は，卸売商業資本にその回転速度を早める条件を与えるO それとと

もに，卸売業臼休もより積極的に商業利潤を取得する方法として，みずからも

1&引技術の改革を行って，それに対応していかざるをえなL、。この過程で商業

資本の集中化もせまられるとともに，卸売商業資本としてますます近代的な性

格をもっていくのであるO かくして，農産物を取扱う仲継卸売商業資本の介在

と仲継組織の形成は，遅れた生産構造にもとづく農産物市場を資本主義的な再

生産構造の一環として組みこんでいくうえで，重要な意味をもつものとなるO

仲継組織の形成と仲継卸売商業資本の運動を通じて，イ中継過程への農産物の

売買はますます集中するO 仲継卸売商業資本は，こうした仲継過程への農産物

流通の集中を基礎にして，時間的にも場所的にも分離・分散している農産物の

需要と供給の調節と統一的な市場価格の設定とL、う社会的機能をはたすのであ

る。

仲継卸売商業資本が都市への人口の集中を基礎に，大規模になればなるほど

それとは比例してすすまない多数の零細な小農生産との聞に，収集卸売商業資

本の介在とその展開をますます必要ならしめるO イ中継卸売商業資本の農産物取

扱量と小農の販売する農産物の量との聞の開きが大きくなるほど，収集卸売商

業資本内部の商業資本の分化はさらに進展する。この収集卸売商業資本内部の

3) 農産物市場の発展にともなう収集過程における商業資本の成立の根拠について
たとえばレーニンは，つぎのように指摘している。1"市場がひろがるにしたが
って，こうL、う細分された小規模な販売(細分された小生産に完全に照応して
L 、る〕は，不可能となる。大きな市場では，販売は大規模で，大量的でなけれ
ばならない。そ ζで，生産'の小規模な性格は，大規模な卸売の必要と和解しえ
ない矛応に!lujる。製品(または原料)を大量に買占め，そうすることによって
買占人は販売量を安くし，販売を小規模な，偶然的な，不規則なものから，大
規模な規則的なものに転化した。そして，大規模な販売のこの純経済的な優越
性の結果として，不可避的に，小生産者は市場からきりはなされ，商業資本の
権力のまえに無防備の状態におかれることになった。こうして，商品経済とい
う環境のもとでは，小生産者は，細分された小規模な販売に対する大規模な大
抗的な版光の，純経済的な，優越性のために，不可避的に，商業資本に依存す
るようになるのである。 J (レーニン rロシアにおける資本主義の発達J大月
芹房，全集， 368~369瓦)
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分化の形態は農産物の種類のちがし、によって様々な名称で呼ばれているO また

個人的消費者に直接農産物を販売する小売商業資本は，個人的消費に固有の小

規模性，分散性，個別性によって規制され，その規模もいっぱんに小規模とな

らざるをえなし、。とくに，農産物の食料としての個人的消費は，個人的消費の

単位は世帯であり，その購買も必要に応じて小量づ、つ， しかも頻繁に買ういわ

ゆる当用買いが普通である。従って，農産物を取扱う小売商業資本は，とくに

小規模で分散的となるO 都市への人口の集中が顕著なところでは，この小規模

で分散的な小売商と仲継卸売商業資本との問に分散卸売商業資本が介在する。

こうして，農産物流通の収集，仲継，分散の各過程に商業資本の多段階的介在

が進行する。また，とくにその収集過程と分散過程に介在する商業資本は，

農産物生産と農産物消費の零細性と個別分散性に規制されて，多数で小規模と

なる。

農産物の流通過程における商業資本の多段階で多数の介在は，独占資本主義

のもとでも，農産物取扱商業資本の一般的な特徴であるO しかし，農産物取扱

商業資本の多段階で多数の介在は，独占資本主義のもとでの，商業資本の一般

的な合理化と排除の方向とは矛盾するものである。農産物取扱商業資本といえ

ども，独占資本主義のもとでの合斑化の方向をまぬがれるわけにはいかなし、。

しかし，独占資本の商品を取扱うのではなし、小農の販売する商品を取扱う商業

資本のばあいその合理化と段階排除がすすむといっても，それはどのようなか

たちで進行するか，これが次に検討すべき問題であるO

4. 独占資本主義のもとでの商業資本の段階排除

農産物取扱商業資本の段階排除の問題に入る前に，独占資本主義のもとでの

商業資本の排除の問題についてその要点だけ指摘しておこう o 19C末の独占資

本の確立と商業資本の後退とし、う条件のもとで中間商人の排除(Ausschaltung)

の方向を形式化するこころみがなされたが，その代表者としてアメリカのショ

ー，ドイツのシェアなどがあげられている。さきに商業資本の介入傾向を示した

同じ図で，シェアはその排除の傾向も示しているか，それを示したのが第2図で

あるO シェアは，商業の介入傾向は商業費用の社会的負担を増大し，相互の利

i) 森下前掲誤， 271~277ページ。
2) 1. F. Shar“Handels -Betrebslehre" 186ベージ。
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害対立を生出すため商業の社会的任務と矛盾するものと考えた。この商業介入

によって追加される費用は商業によって結合ーされる両極すなわち，生産者と消

費者によって負担されなければならないとし，結局，商業排除の傾向も第2図

に示すように両極から発するものと考えた。この阿極からの商業排除のftT.に，

第2図商業資本の段附お|除の傾向

E 斗国の対立・組織化された消費者が
直接生産者から購買する

K)商業発達段階

¥1蒐集商業の排除

咽 f中継むよぴ卸売商空の
排除
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I三個の対立・生産者は受動的で
変ら在日

X 消費者が小売商業を排除l，
直接卸売商人から購買する。
購買組合の第ー段階

E消費者は直接蒐草商業から
購売する。 f'ド継商業の排除

E生産者からの夜按購買.全面的な
'1'問組織の排除.購買組合の発達
した形態

n内部的な利害関係の調和
a)大産業の担合経営
b)生産の組織化された消費者への
従属

潤
発達した経済共同体

自家消費のため
の生産組織

E組織された.自己完了的在経活共
同ffに到達，経済共同体内の商業
排除。商業の外国への転帯。その
外界との取引への限定

森下三次也『現代商業経済論』よりヲ|用

シェアは商業資本がその利潤を求めて，商業内部での排除も進むことも指摘し

ているO

シェアが，このように商業資本の排除傾向を包括的，一般的に指摘したが，

何故その排除が進行するかというその恨拠については「利害関係の対立の除

去，その調和の貫徹」という環念的なものにおいていた。とくに， 19c末から

20c初めにかけての資本主義の構造的変化， すなわち独占資本主義の確立を基

礎において解明しなかった。

すでに指摘したように商業資本の介入と段階分化は，資本主義の再生産過程
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において，社会的に流通資本を節約するという役割をもつものであった。独占

資本主義のもとでは，資本の有機的構成はよりいっそう高まり，生産手段の売

買では商業資木を介しない傾向がさらに強まり，内由主義の段附に比べて商業

内木がその役割を果しうる部而は相対i'fZJにますます限定されている。しかし，

独占資木主義のもとでも社会的分業は進行し，新しい商品が開発され，それが

多称化するし，生活手段の流通も ll".~手段に比べれば相対的には減少するが絶

対的には増大するし，さらに，農業など，いまだ資木主義化されない分野の商

業化の進展など，商業資木はなお多かれ少かれn立化と段階分化のすすむ根拠
をもっているのであるO

にもかかわらず，独占資木主義のもとでは，独占資木がその高利潤を確保す

るために，商業資本を積極的に排除しようとするO この点をJ!l1:論的に明らかに

したのはヒルファディングである。すなわち，彼によれば，独占的結合・と独占

価格の設定は商業資木を排除し，商業利潤を奪取する過程を次のように指摘し

ている。「部分的産業結合は，さしあたり商業を減じる。企業連合的結合は，商

業操作一般を不要にすることにより直接に商業に減じるO 同種的結合は，ちょ

うど産業一般における集積のような作用をするところが，独占的結合は，商業

の独自性をまったく止揚する傾向をもっているO …・・・この(カルテル)法則の内

容は，商業からその独自性をうばし、，価格設定の作用をとりあげる方向にすす

むであろう。だから，カルテル化は， 資本の放下部面としての商業を止揚す

ることになろう。」ヒルファディングがカルテル化はたんに商業利潤のみなら

ず，流通費用をも減少させるといっているが，これに対して森下二次也氏は，

商業資本の排除はそのまま社会的流通費用の節約をもたらすとはいえないと批

判しその根拠を次のように指摘している。 I商菜資本内立化の根拠がヲ官民の

集中，によるその社会化を基礎として，売買操作の集中，流通資木の共同利用

分業による専門化の利益，などにあった以上，商業資木の自立化の否定による

流通費用の膨脹はその逆の形であらわれてくるであろう，ということは容易に

推察できるO つまり商業資本の排除によって売買の分散個別化，売買操作の劇rr

介貰復，流通資木の分裂個別利用，:tl会的介業の個別的分業への転化がもたらさ

れ，それが費用膨脹を招く原因となるであろう。」独占資本は，工場売り，見
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本市，通信販売，販売員による訪問販売，支庖および事務所などの諸形態をと

って，商業資本を排除するばかりでなく，様々の手段をこうじて商業資本の従

属化と系列化もおしすすめる。このばあい，商業資本の排除による商品販売の

困難性がともない流通費用は減少するどころか，むしろ加置するのが常通であ

る。それにもかかわらず，独占資木がその方向をたえず追求するのは，そのこ

とによる独占価絡の維持と高不lJi悶の確保のためであり，独占資本はむしろその

追加的な流通費用を独占価格の中につけ加えることにより，その負担は独占資

木が負うのではなく，結局は中小生産者，中小商人，消費者に転化されるので

あるO

ところで，独占資本主義のもとでの，独，'1資本による商業資本の排除の傾向

はここでみたように独占資本によって独占価格の設定された商品を取扱う商業

資本についてではなく，小農の販売する農産物を取扱う商業資本のばあいは，

どのようなかたちで進行するであろうか。

5. 農産物取扱商業資本の段階排除

農産物流通の特質は，さきにみたように，その流通過程において収集・仲継・

分散の各過程を必要とし，各過程に商業資木が多段階，多数介在することであ

った。独占資本主義のもとでの商業資本の合坪ー化，段階排除，手数料商人化が

進行するなかで，農産物を取扱う商業資本のみがその方向からまぬがれうるわ

けにはいかなし、。独占資本はその直接支配下にある商業資本への剰余価値の控

除部分縮小するばかりではなし、。農業生産のように遅れた生産部門と結びつく

商業資本に対しでも，その遅れた取引を利用しながら，剰余価値の流れを制限

し，それを手数料商人化するための措置を講ずる。それでは，商業資本の合J!l!.

化と段階排除といっても農産物取扱商業資本のばあいどのような形をとって進

行するかをみていこう O

すでにくりかえし指摘したように，独占資本主義のもとでもなお小農生産が

支配的なばあい，農産部の流通過程において収集・仲継・分散の各流通段階を

必要とし，各流通段附での機能に応じて商業資本が多数介在するのがし、っばん

的な姿であった。農産物の流通過程に多数介在するこうした商業資本の合開化

と排除は二つの方向をとって進行するであろう O すなわち，その第1は農産物

1) 藤田敬三稿「商業資本の機能変貌のー問題J (村本福松編「商業の展開と問
題j有斐閣， 1962年， 52ベージ参照〕
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流通の各流通段階で商業資本の競争と集中を通じて商業資本の合理化と排除が

進展するO 第2に，農産物の流通段階は存続しているとしても商業資本が排除

されるばあいで，これは，収集・イ中継・分散の各商業資木がそれぞれ他の流通

段附の商業資本を排除しうるので様々な形態がありうる。この二つの方向のう

ち，第2の方向は，第1の方向が進展していることを前提にしてはじめて可能

となるであろう O

まず，第1のJ'j"'jについて考察しよう O 農産物の収集・仲継・分散の各過程

の中でも収集過程と分散過程にある商業資本は零細iで分散的な個別生産と個人

消費と結びつくという条件に規制されて，その資本も分散的とならざるをえ

ず，多かれ少かれ前期的取引の可能性が残されてし、るO これに対して，仲継過

程にある商業資本は，分散した農産物消費と分散した農産物生産を結合し，農

産物消費の恒常性と農産物生産の季節性とを結令するとL、う機能をはたさなけ

ればならず，当然そこには農産物売買も集中し，資本じたいの集積・集中もそ

こでは顕著にみられるO 資本一般の競争をもっとも強く受ける仲継過程にある

商業資本は，その近代的商業資本への転化も他の流通段階にある商業資本より

もはやし、。それとともに，農産物流通にともなう危険負担，運送費その他の諸

負担をより弱少な収集過程あるいは分散過程にある商業資本に転化し，さらに

これらの弱少な商業資本の合理化を促進する。農産物の仲継過程にある商業資

本のこうした集中ばかりでなく，その仲継過程に商業資本を排除して加工資本

が介在していくばあいがあるO このばあいも加工資本はその合理化のしわょせ

を分散過程あるいは収集過程にある商業資本に転化するであろう。

農産物の収集過程にある商業資本は，こうした仲継卸売商業資本による合理

化の方向に対して，弱小な小農生産からの前期取引の強化によって対応しよう

とするO しかし，こうした小農からの搾取の強化にはおのずから限界がある。

そればかりではなく，農産物の収集過程における商業資本のそうした前期的な

取引に対抗して小農みずからが農産物販売組合を組織して，農産物の集・出荷

過程に進出するO 産地の商業資本に対抗したこの農産物販売組合の組織化と共

同販売の展開は，自由主義の段階でもみられるが，独占資本主義もとではより

いっそう拡大強化する。独占資木主義のもとでは，単に産地の商業資本の前期

的取引を排除するとL、ぅ意義にとどまらず，農産物販売組合はまさに独占資木

主義のもとでの商業資本の合照化と手数料商人化に対応した形態となるからで
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ある。農産物の仲鱗過程にある集rlr化した向業資本あるいは加工資本も， I2旅

物の収集過程におけるニうした農産物販売組合との積極的な結合を強化する。

長産物販売組合の進出とその拡大強化につれて，収集過程における商業資木の

存ホ茶礁はますます弱められ，その存立はしだいに投機的な取引の可能な農旅

物かあるいはなお前期的取引の可能性を残した地域に制限されるO また，農産

物販売組合町も商業資本のー形態である限り，収集過程にある商業資本ばかりで

なく，他の農産物販売組合・との競争関係、にあり，その規模拡大がせまられるO

独占資本主義のもとでは，かくして，農産物販売組合じたいの横断的あるいは

従断的結合も高度に進展する。

独占資本主義のもとでの都市人口の集中，イ中継卸売商業資木の集中，農産物

加工資本の進出と集中， ，農産物販売組合の拡大強化農産物商品の規格化と標準

化の進展とL、う条件のもとで，農産物の分散過程にある商業資本の集中と規模

拡大の可能性があたえられるO 農産物取扱小売商は専門的小売商の段階から綜

合食料品自へと発展する過程で従来の家族経符から資本主義経問への転化がみ

られるO 農産物は個々の家庭を単位とする個人的消費にもとづくとLづ性格に

規定されて，個々の綜合食料品!吉の大規模化には制限があるO 農産物取扱小売

商の集中と大規模化は， したがって，こうした綜合食料品庖を各地に多数所有

するという形で展開する。ボランタリー・チェーン，スーパー・マーケット，

あるいは地域生活協同組合-の進展などは.その具体的な形態を示すものであ

るO ところで，これらの小売商の形成と展開も，独占資本主義のもとでの商業

資本の合理、化の方向に対応したものといえよう O すなわち，独占資本による Ihj

利潤の確保と小売商業資本相互聞の競争を通じてますます進行する利潤率の低

下に対して小売商業資本がより大量の商品を取扱いその同転率を高めることで

対応した形態で、あるといえよう O とくに生活協同組合のばあいは，取得する商

業利潤の中から出資金に対する利潤を必ずしも支払う必要がないとし、う条件の

もとで独占資本資本主義のもとでの手数料商人化に対}，志した形態として存立の

根拠が強くあたえられる。

以上の農産物の各流通段階における商業資本の合JlR化と集中は，国家独占資

2) 川村琢稿「農産物販売組合の性格」鈴木鴻・郎和iiマノレタス経済学の研究j(下)
455頁，東大出版会， 1968年〕

3) 農業協同組合の「商業資本」としての機能の強化と規模拡大の問題については，
山田定市稿「商業資本と協同組合」参照(北大農学部「農経論叢~ (第25集)
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:本主義のもとではさらにf:IiI家による様々の施策によって政策的にも推進されて

いることはいうまでもなし、。次にこうした農産物の各流通段階での令JlH化と集

中を基礎に，各流通段階で機能している商業資本じたいが排除されるという第

2の方向についてみてみよう O このばあい，収集・仲説者・分散の各流通段附の

うちどの段階の商業資木がイニシアチブをとって段附排除をすすめるかで三つ

の形態がありうるO

まず，仲継段階にある大規模な商業資本(あるいは加工資本〉が収集過程あ

るいは分散過程にある商業資本を排除あるいはその系列下におさめ，これらの

流通段階を同ーの資本のもとに統一していくばあいである。農産物の流通・力rr

工過程に独占資本が直接進出して，農産物の生産から小売までその支配下にお

さめるいわゆる VerticalIntegrationはこの形態を示すものといえよう O ま

た，農産物の分散過程にある集中化した大規模小売商業資木がその支配下にあ

る多数の小売商舗に対する仲継機能をみずから掌握することにより，イ中継卸売

商業資本を排除するばあいであるO これはたとえば大規模なスーパー・マーケ

ットが，みずから仕入部門を組織することにより，中央卸売市場その他の仲継

卸売商業を通さずに，直接収集過程にある商業資本，農産物販売組合-と取引す

るばあいにみられる形態であるO 仲継卸売商業資本の排除はさらに収集過程に

ある大規模な農産物販売組合がみずから農産物の仲縦過程に進出することによ

っても進展する。この形態はたとえば，農産物販売組合が，みずから農産物の

集配センターを設置することにより，小売商業資木に農産物を甫接販売するば

あいにみられる。

;農産物の各流通段階におけるこれらの商業資本の排除は，独占資本主義のも

とでの商業資本の合理化がさらに進行したものであるO それは，独占資本主義

のもとでの生産力の高度化に対応した高度に組織化された商業資本の姿を示す

ものであり，社会主義商業への物質的条件の成熟を示すものといえよう O しか

し，独占資本主義のもとでの農産物取扱商業資本の集中と段階排除は，農産物

の流通過程に介在する多数の'本制な商業資本を排除しうるものではなく，独占

支配のもとでの農産物取扱商業資本相互間の競争はますます深ー刻とならざるを

えない。
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血 農産物取扱商業資本の回転と競争

1 問題の所在

農産物取扱商業資本といえども，資本主義経済のもとでは，その利潤取得の

増大をねらって資本一般との競争にまきこまれざるをえなし、。いうまでもなく

商業資本のばあい，産業資本とちがって，その利潤追求のもっとも基本的な条

件は，資本の回転速度を速めることである。この商業資本の回転速度それ自体

は産業資本の回転，すなわち商業資本の取扱う商品の生産の規模と速度あるい

は生産的消費で、あれ個人的消費で、あれ，消費の規模と速度に制限されている。

農産物取扱商業資木のばあいもその同転は農産物生産と農産物消費の規模と速

度に規制されていることにはかわりがなL、。しかし農産物生産と農産物消世

のもつ特有な性格は，農産物流通の各過程，すなわち，収集・仲継・分散の過

程に介在する商業資本の回転と競争にも特有な性絡を与えるものと考えられ

る。この農産物取扱商業資本の回転と競争における特質を解明するのがここで

の課題であるO この課題に対する考察の順序は，まず第1に商業資本一般の回

転と競争について，農産物取扱商業資本を分析するに必要な限りにおいて要約

し，第2に，農産物取扱商業資本の回転の特質とその諸条件について考察し，

第3に，農産物取扱商業資本が競争を通じてその集積と集中を進めていく特質

を検討する。

2. 商業資本の回転と競争

商業資本は， G-W-G'としづ運動をたえす、繰返しているO すなわちその

運動は購買 G-Wと販売W一一G'というこつの過程からなりたっているのであ

るが，この循環を孤立したものとしてではなく，たえずく繰返される反復の過

程としてみるとき，商業資本の回転と呼ばれる。商業資本の回転を考察するば

あい，まず産業資本全体との関連で商業資本全体の向転を問題にし，ついで商

業部門の相違による回転が問題になり，さらに同一部門内での個別商業資本の

回転を問題にしなければならなし、。ここでは，これらの問題について要約的に

ふれておこう。

1) 商業資本の回転については，次のものを参照。
マルクス『資本論』第三部第4編第18章商人資本の回転，価格。
森下二次也『現代商業経済論』第6章商業資本の回転と競争。
橋本勲『商業資本と流通問題』第1編第3京商業資木の間転， ミネノレヴ7書房
1970年11月。
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まず，商業資本-'f:{;木の回転の特徴をみると，それは産業資本の問i/t去にWIII).Dlさ

れていることであるO すなわち「商品取引資本の同転の繰り返しは，けっして

買っては売ることの繰り返し以外のものを表わしてはし、なL、。他方，産業資木

の向転の繰り返しは，総再生産過程(それには消費過程も含まれる)の周知!十t

と更新とを表わしているO ところが，これは商人資本にとってはただ外的条{牛

として現われるだけであるO 商人資本の速い回転が引き続き可能であるために

は，産業資本は絶えず商品を市場に投げ入れ再びそれを市場から引きあげなけ

ればならなし、。再生産過程一般がおそければ，商人資本の向転も:おそし、。商人

資本は生産的資本の回転を媒介はするが，それはただ生産的資本の流通期間を

短縮するかぎりでのことであるO 商人資本は直接には生産期間に作丹!しない

カ勺この生産期間もやはり産業資本の間転期間にとっての一つの制限になって

いるO これは商人資本の回転にとっての第1の限界である。しかし，第2に，

再生産的消費によって設けられる限界を，}IJとすれば，この向転は結局は総個人

的消費の速度と範囲によって制限されているO なぜならば，商品資本のうち出

費財源にはし、る部分の全体がこの速度と範囲とによって定まるからである。」

商業資本の回転は，このように産業資本の回転，したがってまた総再生産過

程によって制約されているのであるが，逆にまた産業資本や再生産過程に一定

の反作用を及ぼす。すなわち，商業資本の急速な回転は，流通|時間を短縮する

ことによって，再生産過程の更新を迅速にし，また，流通時聞を短縮す:ること

によって流通部聞に投下される流通資本を節約し，ひいては資本量の節約を通

じて平均利潤率を増大させ，さらに商業資本が最終購買者との間に介在するこ

とによって流通過程の停滞や混乱から生じる産業資本の回転の鈍化を緩和しそ

の問転を円滑にする。

商業資本の運動は単に産業資本の運動形態， G-W…P...WI← G'のう

ち，最後の過程であるW'-Gの向立化した形態にほかならなL、。したがって

その運動は価値も剰余価値も創造しなし、。商業資本の[i'iJI伝は，その速度がはや

まっても，産業資本のように利潤の絶対量を増加させるものではなし、。 しか

し，商業資本の同転速度の増大は，流通時間に投下される資本最を節約し，そ

れだけ産業資本を増大させることにより，結果として利潤率を高める作mをす

2) マノレタス『資木諭』第 3 部 379~380ベージ，大月丹応， M.E全集 25a"
3) 橋木熱，前掲者， 65ベージ。
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る。商業資本の回転速度が早まると，商業資本の絶対量が減少し，総資本のな

かで占める商業資本の相対的割合は低下する。

最後に，商業資本は全体として産業資本との問で、平均利潤をめぐって競争関

係にある O この点はローゼンベルグは次のように指摘している。 I…商業利刊

を!卒業利潤と均等ならしめる仕組はどうかつそれは，異なる生産部同1の異なる

平均平IJili(J本を一般的な平均利j悶率に均等化させる仕組と同じである。商業資本

の利潤本が18%(平均利潤ネ…三国)以下であるとすれば商業から産業へ資本

が流入するであろう，ところが，その結果として再生産に支障が生ずることと

なる，すなわち商業網が縮小して，もはや生産される総商品量を消過しえない

ようになる。産業資本はし、ずれも購買者 この場合には商人をえようと相互の

問で競争し，そのため卸売価格が下落し，ひいては産業利潤の率が下落するよ

うになるQ もしまた，商業利潤の率が産業利潤の率よりも高いとする，つまり

・18%以上とすると産業から商業に資本の逆流が生じ，そのために生産は縮IJ、

し，供給が需要よりもおくhるようになるO 購買者としての商人間の競争によ

って卸売値段は高まり産業利潤が増大し，商業利潤が減少するO 産業から商業

への資本の流入ならびにその逆流は，産業ならびに商業にたL、して一般的利潤

ネが篠立するまで続くであろう。」

次に，商業部門別の回転の問題に移ろう O これまで商業資本を全体として考

察したが，商業資本内部での社会的分業ーの民聞は段階りIj分化あるいは専門別分

化と L、ぅ形態をとって進行する。すなわち現実には卸・小売の段階別部門と商

品目Ij部門が存在する。これらの段階別あるいは専門別の商業資本の平均回転数

は，商品のf'j然的性質，生産や消費の規模と速度，取引の方法などの事情のち

がし、によって，相違があるO ところで商業部門のちがし、によるこうした平均回

転数の相違は，総利潤，平均利潤率に影響を与えるわけではなく 1回転あた

りの利Hl¥]~.立が平均回転数の大きさに反比例するにすぎなし、。すなわち「……総

資本に比べての商人資本の相対的な大きさを与えられたものと前提すれば，商

業部門の相違による回転の相違は，商業資本のものになる総利潤の大きさにも

一般的利潤率にも影響Lなし、。商人の利率は，彼が回転させる商品資本の量に

よってでは危く，この向転向媒介のために彼が前貸しする貨幣資本の大きさに

よって規定されてし、る。……・ーだから，いろいろな向業部門での商人資木の阿

4) ローゼンベノレグ r資本論注解J第6巻387へージ，梅村二郎訳，開成社。
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転数は諸商品の商業価格に直接に影響するのである。商業的な価格追加の大き

さ，すなわち，与えられたー資本の商業利潤のうちから個々の商品の生産価格

に割り当たる部分の大きさは，いろいろな事業部門にある商人資本の回転数ま

たは回転速度に反比例する。」すなわち 1回転あたりの利潤量は平均回転数

の大きい部門では少なく，反対に平均回転数の小さい部門で大きくなる。 ま

た，単位あたりの利潤量が少なくても，回転数が早ければ，矛IJ潤率に変化がな

いのであるo I…商業部門の相違による回転期間の相違は，一定の商品資本の

一回転であげられる利潤はこの商品資本を回転させる貨幣資本の回転数に反比

例するということに現われる。少い利潤で速い回収 (smallprofits and quick 

returns)これはことに小売商人にとっては彼が主義として守る原則として現

われるのである。」

ところが，同じ商業部門内での個別商業資本の回転数と利潤との関係は全く

ことなって現われるO この個別商業資本間の回転数の相違は，商業部門聞の回

転数の相違のように，商品のちがし、や流通段階のちがし、によるものではなく，

資本の大小，商業技術の優劣，商業立地条件の優劣にもとづくものであるO こ

れらの諸条件のちがし、により，同じ商業部門でもAという資本の回転数はその

部門の平均回転数よりも多く Bという資本の回転数は平均回転数よりも低

い。 Aという資本はこのばあい「超過利潤をあげるのであって，それはちょう

ど産業資本家が平均よりも有利な条件で生産する場合に超過利潤をあげるよう

なものである。競争上やむをえなければ，彼は向分の利潤を平均よりも下げる

ことなしに仲間より安く売ることもできる。」これに対して Bという資本は

平均利潤よりも少い利潤しか受けとることができず，ばあいによっては利潤ば

かりでなく，資本そのものを失うことになるのであるO 従って，個々の商業資

本は超過利潤を獲得しようとあらゆる努力なかさね，そのためにできるだけ資

本の回転を早めようとするのである。

3. 農産物取扱商業資本の回転

資本主義の発展は，産業資本に対する商業資木の比率を減少させるという傾

向をもっとはし、え，この資本主義の発展はまた同時にあらゆる生産をïru~n'&.i!f，:

5) r資本論.J389ページ。
6) r資木論~ 392ベージ。
7) r資本論J392ベージ。
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に転化させ，それにつれて商業資本も増大させる。すなわち I発展した資本

主義的生産様式は以前の状態に比べれば，二重に商人資本に作用する。すなわ

ち同じ最の商品がよりわす力道な現実に機能する商人資本の最によって回転させ

られるO 商人資本のより速い回転と，その基礎である再生産過程のより大きな

速度とによって，産業資本に対する商人資本の割合が減るのである。他方では

資本主義的生産様式の発展につれて，すべての生産が商品生産となり，したが

って，すべての生産物が流通担当者の手にはいる……。JI資本主義的J:j二産様

式の基礎の上ではより大きい商品量が生産されるだけではなし、。それだけでは

なく，同量の生産物，たとえば穀物が，より大きい商品量を形成するO すなわ

ち生産物のますます多くが商業にはし、ってくるO その結果として，さらにまた

商人資本の量が増大するだけでなく，一般に，流通に投ぜられるすべての資本

たとえば水運や鉄道や電信などに投ぜられるすべての資本が増大する。」

従って，工業部門で、資本主義的生産が一般的に発展しているにもかかわらず

なお小農生産が支配的なばあい，小農生産がますます商品経済にまきこまれて

し、く過程で，農産物を取扱う商業資本の最もますます増大していくであろう O

この農産物取扱商業資本の量的増大は，すでに考察したように，その段階分化

の進展，すなわち農産物の収集・仲継・分散の各過程における多段階的介在に

よって，よりいっそう促進されるであろう O ところで，産業資本の商品資本を

llj(吸うのではなく，小ノドEE:者としての小農の販売する農産物を取扱う商業資本

の向転と競争はし、かなる特徴をもっているであろうか。

まず，資本主義的生産様式が発民 Lた条件のもとでも，農業生産のなかでな

お小農生産が支配的なばあい，この小農の販売する農産物を取扱う商業資本と

いえども，資本として平均利潤率をめぐる資本一般の競争にまきこまれざるを

えないであろう O この点については，ローゼンベルグは次のように指摘してい

るo Iかくて，小商品生産者が販売する価格のーの限界は生産手段およひ、かれ

の生活手段の価値に帰着するO 他の限界は小商品生産者の商品を取扱う商人の

利潤もまた一般的にはその国およびその時代の平均利潤に等しくなければなら

ないことで決定される。もし，q皮の利潤が平均率以上であるならば，この部門

に資本が流入するであんう O まfニ，不IJ潤がそれ以下であるならば，資本の流出

1) マノレタス;資本論j第3剖¥389~388へージ，大月昔前， M ・ E全~~25a 。
2) 了資本論j388ベージ。
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が起るであろう。いずれの場合にも競争はわが商人の利潤を一般的利潤に帰着

させるであろう O そこで、小生産者が，その商品を商人に売るべき価格は，価値

よりも産業資木家が受け取るべき平均利潤だけ低くなければならない，そのう

えになお流通費も控除されなければならなし、。というのは，これもまた購買佃l

怖と版売価格との差で回収されるべきものだからである。」このように， 農産

物取扱商業資木といえども発達した資本主義のもとでは，資本一般との競争の

'1コにくみこまれ，平均利潤率の形成に参加するものとみるべきであるO 農産物

取扱商業資本を全体としてみたばあい，その回転を規制する一般的条件は，第

1に商品化される農産物の生産と消費の規模と速度であるO これはまた商業的

農業の進展の程度と農産物の消費者とくに労働者の賃金水準に条件づけられて

L 品。第2に，運輸通信施設の発達の程度であるO とくに農産物市場のばあい

農産物生産と農産物消費の場所的あるいは時間的分離が顕著なため，農産物の

流通において運輸通信施設の果す役割が大きし、。第3に，これらのいわば外的

条何に対して，農産物取扱荷業資本内部の専門別あるいは段階別の分業の進展

および商業技術そのものの発達の程度である。農産物取扱商業資本の回転は，

全体としてこれらの諸条件に規制されている。しかし，これらの諸条件がどの

程度進展するかは，資本主義経済の発展程度に基本的に依存しているO つぎに

段産物の各流通段階での商業資本の回転に示される特質について検討しよう。

農産物をtf)(扱う商業資本の中でもとくに仲継過程にある卸売商業資本は，い

ちはやくその前期的性絡から脱皮し資木主義的競争に深くまき 4こまれざるをえ

ない。なぜならば，農産物を取扱う{中継卸売商業資本は人口の集中する都市に

成立するが，いっぱんに，そこには産業資本と商業資本も集中するためであるO

そればかりでなく農産物の仲継過程にある卸売商業資本が，その運動すなわち

G-W-Gノにおいて，最初jの購買過程G← Wで取扱う農産物は，すでに収集

過程に介在する商業資本の利潤も合んだ商品資本て、あるO したがって， 1:j:1継卸

売商業資本の農産物の取扱は資本主義的商業資本が産業資本の商品資本をlliz扱

うばあいと共通した性絡をもつものとなる。しかし，そのためには農産物市場

の全国的な発展を必要とするであろうO

riij業的農産物生産と農産物消費の起れた段階では，農産物市場も地方分散的

C，"" 'h予定の j)f~地 il)一商業資本と*干ÆのYIWU也の卸売商業資本β: ， !f~1'.JË の関係で乱I;

3) ローゼンベノレグ『資本論ïd 解~ I)fl成社，第 6{i:， 403ベージ。
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ばれている。そこでは取引される農産物は品目的に制限され量的にも制限され

ているO こうした条件のもとでは卸売商業資本の回転も遅くて停滞的である。

しかしこれらの諸制限は商業的農業の展開にともなう農業生産の専門的，地

域的分化と都市への人口の集中にともなう農産物消費の量的拡大と質的多様化

につれて，克服されざるをえなし、。農産物市場が拡大し，全国的な広がりを示

すにつれて，仲継卸売商業資本の回転を速める条件も進展する。すなわち，こ

うした条件のもとでは，ある消費地に多くの産地から農産物が入荷されるとと

もに，逆に，ある産地は多くの消費地に農産物を出荷するO それにつれてすで

に指摘したように，仲継卸売市場の形成も進展する。イ中継卸売商業資本の平均

回転速度は，収集過程にある多くの地域の多数の商業資本の農産物を取扱うば

かりでなく，ある収集商業資本から継続的に農産物を集荷することによっては

やまるであろう。仲継過程にある卸売商業資本は，このように多数の地域の多

数の収集商業資本の販売を集中することにより，資本主義的再生産構造の中に

農業生産のように遅れた商品生産をくみこんでいくうえで1主要な役割を果すの

であるO

次に農産物の収集過程にある商・業資本は，農産物の生産者と直接結びついて

いるため，その回転も農業生産の性格に直接的に規制されるところが大きし、。

いっぱんに 1商業資本は数産業資本の回転を行うばかりでなく 1産業資本

の数回転も行うことによってその存立の根拠が与えられているO ところが農産

物生産は，その自然的条件に制約されて，農業生産者が1年のうち農産物を数

多く回転させることは，集約的な;議産あるいは園京生産を除いては，いっぱん

に制限されているO そのため，収集商業資木の存立の根拠はむしろ多数の農業

生産者の農産物を集荷するところがおカ通れている。しかし収集過程にある商業

資本といえども，その回転速度を高めるために，収獲期間のことなるちがった

倍数の農産物を取扱ったり，また史民の必安とするlj:.柄下段や生産手段会取

扱っていることはいうまでもなL、。

商業的農業の遅れた段階では，農業生産者は多くの種類の農産物をII産し，

農業'1ー産技術も未発達であり，商品化される長居F物も小11tでLかもモーの選別，

め たとえば，疏菜生産のばあいは栽培品目が多いばかりでなく年のうちに数
1"]にわたる生産が可能であるつしかも，その収獲期間が 1.-，トなとにみられ
るように時間的広がりを示して収獲期tHlに数十回のn反ッピが行われる。こう
Lたことは，養日正や主主鶏にも多かれ少かれみられる。
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規格，包装が遅れている。農業生産者は農産物の販売を商業資本に全両的に依

存するO しかし商業資本は分散的で特定の生産者と結びつき，生産者からの農

産物の購買機能ばかりでなく，選男1]，規栴，包装，貯蔵などの諸機能をあわせ

もっているO 取扱う農産物商品の量:は制限され，商業資本の回転は遅いが前期

的な取引によって利潤追求をはかる。商業~l'J農業の展開にともない農業生産の

専門化と地域分化も進行し，農業生産力が高まり，商品化される農産物の品が

j:倍大し，その質的統一化も進展するO それにつれて商業資本の前期的取引は制

限され 1生産者から多くの農産物を購買するだけでなく，多数の生産者とlljz

引することにより，その回転速度を高める条件があたえられる。

農産物の分散過程にあって，個人的消費者と結びつく小売商業資本の回転は

消費者の集中の程度とその所得水準に強く規制されるO 都市の発達が遅れ，消

費者が分散している条件のもとでは 1小売商と結びつく消費者の数も少な

く，本細で兼業的小売商が多L、。すなわち，個々の消費財の販売最は極めて本

細なので，多数の種数の消費を取扱うことなしにはその営業がなりたたなL、。

都市人口の集中は農産物消費の民的拡大と質的多称化を促進し，米穀商， 1t/勾

商，青果商など農産物を専門的に取扱う小売商が形成されるO 専門的小売商は

兼業的小売商よりも，特定の種類の農産物を大量かつ恒常的に取扱うことによ

りその回転速度はし、っそう高めることができるO 農産物市場がさらに拡大し，

これらの専門的小売商が特定の場所に集まって小売業を営むいわゆる小売市場

の形成により，その回転はし、っそう高ま :;)0 これは，仲継卸売商業資木の回転

速度の増大と対応して進行するO

こうした農産物の専門的小売商の存立は，農産物商品そのものの規格化が遅

れており最終の小売段階においても多かれ少かれ，加工過程を必要とし，小'克

商の専門的手腕を発揮すべき条件が残されていることにもとづいている。しか

し，農産物の収集段階での規格化と標準化が発展し，また食料の多くが加工資

本によって加工食品として流通するにつれて，専門的小売商のそうした存立基

盤は弱められる。消費者の農産物の購買形態も，所得水準の高まり，貯蔵技術

の発達とも関連して従来のように毎E/小量づっ買わなくとも，法的にまとめて

数日分買うという形に変化する。これらの条件のもとで，農産物を取扱うノJv/e

刊は，従来の専門的小売商からさらに多くの食糧lllhを取扱シいわゆるが、fi食料

品!古へと発展する。綜合食料品庖の形成は，資本家的経世としての性絡を強め
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規格化，標準化された食料を大量に取扱うことにより，その資本の回転はより

いっそう高まる。

以上，農産物取扱商業資本の回転について全体としての特徴と各流通段階ご

との特質およびそれを規制する条件について検討をした。農産物取扱商業資本

は各流通段階の平均的な回転速度を前提として，さらに個別的には激しい競争

をくり返しているO この個別商業資本の競争を通じて，農産物取扱商業資本の

集積と集中も進行する。

4. 農産物取扱商業資本の競争と集積・集中

すでに指摘したように，ある段階のある部門の商業資本は，その平均的な回

転数をもっている。この平均同転数を形成するものは，ある段階のある部門に

属する個別商業資本の個々の回転数であるO 農産物取扱商業資本についても，

収集・仲継・分散の各流通段階ごとに農産物の商品別に平均回転数があり，こ

れが個々の農産物取扱商業資本の競争を通じて形成されている。農産物の流通

段階におけるある部門の個別商業資本はその回転数をそれぞれ異にするが，こ

れはたとえば農産物取扱商業資本の大小，その構成のちがい，個別的分業の進

展度，商業労働者の能率の高低，商業の立地条件の差などさまざまな条件のち

がし、にもとづくものである。この個別商業資本の回転数の相違は，農産物のあ

る流通段階のある部門の商業利潤の分配における差違をもたらし，個別商業資

本の利潤拡大にとって重要な意味をもつものであるO

すなわち，平均回転数よりも回転数の多い商業資木は平均利潤のほかに超過

利潤を取得するが，平均回転数よりも回転数の少い商業資本は平均利治j以下の

利潤しかえられなし、。農産物取扱商業資本は，超過利潤の取仰をめざして，労

働強化などによる商業労働者に対する搾取の強化，庖舗の拡充，賃金の引下げ

その他による売買費用の節約，新しい販売技術の導入などの手段を構じて相互

に競争する。結局，これらの諸手段を用いることにより，個別の農産物取扱商

業資本は農産物のある流通段階のある部門の平均回転数よりも個別の回転数を

高めることによって，超過利潤の取得をはかるのであるO

と乙ろで必j品不Ijil¥'ILI、， fl~ll) 1j1向業資本 1 1\ 1で技術が- .Ji&化すれば消失するもので

あゐυ したがって， ，tii .ì品利 irt.j~取得して優位にーか;った農産物lfx1i及|荷業資本'"、，

Jとの超過不lJ i悶~さ bに維持するために，利ìWJの資本への転化，すなわら，資本

の醤積をおしすすめる。これによって，農産物取扱商業資本の集積と大規模化
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が進行するO しかし，資本の蓄積による大規模化は，超過利潤の取得が一時的

であるというばかりでなく，農産物のある流通段階のある部門に配分される利

潤最も制限されているので，おのずと限界があるO この限界をこえて，農産物

取扱商業資本がさらに大規模化をはかるために，商業資本の集中もおこなわれ

るO すなわち回転速度の早い大規模な農産物取扱商業資本は，みずからの利判

を低めることなしに，弱少な商業資本よりも農産物の販売価絡を引き Fげるこ

とも可能である。そのため弱小な資本はその市場をうばわれるが，これに対し

て大規模な商業資本はみずから資本を投下するか，あるいは弱小な資本を吸収

合併して，その集積と集中を進めるO

農産物取扱商業資本の競争と集積・集中の論県を要約すると以上のごとくで

あるが，さらにその競争と集積・集中が農産物流通の各段階で‘示す特徴をみて

みよう。資本主義の発展にともなう都市人口の集中は，仲継過程での農産物売

買とますます頻繁かつ大量なものとするO 農産物市場の拡大により，農産物価

格の地域的，時間的，段階的平準化につれて，とくに{中継過程での前期的取引

の可能性はし、ちはやく制限されるO 仲継卸売商業資本相互聞の競争は，それに

つれていっそう激しさを増す。従来のように安く買って高く売るという限定さ

れた取引関係にある卸売商業資本は競争にまけて，価格の平準化傾向にいちは

やく対応して，農産物単位当りの利潤は少なくとも，その回転Z容を速め大詰の

取引ができる方向に転換しえた卸売商業資本の方がその集積・集中と大規模化

が進展するO そのためには，たとえば委託売買資本に転化し投下する商業資本

のうち商品買取資本，危険負担準備金などは大巾に縮小し，売買操作資本の投

下を基礎に農産物の売買を集中する。これによって，相対的に少ない資本でも

って大量の農産物を回転させる。しかし，売買操作資本そのもの，たとえば大

型の売場施設や新しい販売技術を身につけた商業労働者などはますます限られ

た大規模なイ中継卸売商業資本に集中されるO イ中継過程にある卸売商業資本はそ

の売買費用を節約し，資本の回転をはやめるために，農産物の収集過程あるし・

は分散過程にある商業資本の中でもより大規模なものとの結合を強めるが，こ

れも大規模な仲継卸売商業資本ほど可能である。イ中継卸売商業資本の集中と大

規模化は，収集過程あるいは分散過程にある商業資木の集rいな促進すゐ条1'1ーで

ある。しかし，収集過程あるいは分散過程における集r10は，これらρ泊料にあ

る商業資本相互の競争にもとづくのである O
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gt;:，i長物の収集過程にある商業資本は，商業的農業が遅れていればL、るほど分

散的とならざるをえなし、。ここでの商業資本の競争にとってとくに重要な意味

をもつのは，農産物の生産者から農産物を買取るための資本の大小と買取った

農産物を選別，保管，貯蔵する施設の所有の程度であるO これらの施設のより

大きなものを所有し，農産物の買取資本を多く使用できる産地商業資本ほど多

くの農産物を取扱うことができた。商品化の遅れた小農生産においては，そこ

で必要とする生産手段や生活手段についても商人からの現物あるいは資金の貸

付に依存した。これがたとえば青田売などにみられるように商人が農産物を買

集める手段ともなった。しかし，商業的農業の展開にもとづく，農業経営の専

門化と主摩地形成の展開は，一方ではこれまでのそうした商人と生産者との特

定の関係で、結ばれた狭い範囲での取引関係をきり崩していくとともに，他方で

は住民主:者の組織的まとまりと共同販売を促進する。農産物販売組合の成立と共

同販売の展開は，無条件委託販売を原則とするため，商品買取資本の必要なし

に仲継過程における卸売商業資本との結合が可能になるO 農産物販売組合が農

広物の選男1]，保管，貯蔵施設などをみずから所有することによって共同販売は

さらに強化される。長産物販売組合がさらに生産手段の販売と貸付や信用事業

をかねるようになるO こうした農産物販売組合の成立と展開は，これまでの収

集商業資木の存立基盤を弱めるとともに，これらの間での集中と没落を促進せ

、Fにl土おカ、なし、。

農院長:物の分散過程における商業資本とくに小売商業資本の競争に;hl、てF主要

な志.*をもつのは，小売商舗の江地条件，r~舗の設備，取引方法，商業労働者

の能力などの差であり， これは結局は資木の大小に依存するであろうO すなわ

ちこれらの条件が有利にある小売商ほどその販売量も多く資本の回転率も高い

であろう O 農産物取扱小売商業資本も相互の競争を通じて，専門的小売商から

総合食料品目へ，総合食料品!古からさらにチヱーンストアへとその規模拡大と

集中が進展する。一方ではこうした資本主義的な大経併への展開が示されるO

しかし，他方では，資本主義経済の発展にともなってっくりだす相対的過剰人

口の存在を基礎に，農産物を取扱う~主制な小商人が形成され，これら小商人の

:nでの競'j'eもくりかえされているO
資本主義的再生産構造のなかにくみこまれた農産物取扱商業資本は，以上の

ごとく農産物の各流通段階ごとに相互に競争し，その集積と集中が進行してい
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るO しかし，独占資本主義のもとでは，こうした農産物取扱商業資本の競争と

集中はより深刻な形態をとらざるをえなし、。独占資本の高利潤が確保された条

件のもとで、は，非独占部門の利潤率は平均利潤率以下に低められるO 従って，

農産物取扱商業資本の競争はこうして低められた利潤率をめく事って展開する。

非独占部門の平均利潤以下の利潤率の低下はそれだけこの部門の資本蓄積を制

限するにもかかわらず低められた利潤率のもとで，さらに他の農産物取扱商業

との競争にうちかつてその利潤を拡大するためには，やはり積極的に資本の回

転を高めようとする。そのためには，相対的により少い資本でもって大量の農

産物を回転させる方法がますます必要となる O また独占資木主義のもとでの農

産物取扱商業資本の集積と集中は，農産物の流通，加工過程への個別独占資木

の進出と支配を容易にする。独占資本は農産物の流通過程で機能している規模

の大きい農産物取扱商業資本をみずからの系列下に掌握するために，商業資

本の庖舗の拡充や新しい販売技術の導入に対する資金融資など積極的な措置を

講じる。

さらに国家独占資本主義のもとでは，農産物の各流通段階に介在する商業資

本の集積と集中は政策的に推進される。そのばあいも，農産物取扱商業資本が

他の農産物取扱商業資本よりも資本の回転速度ーをはやめ，できるだけ多くの利

潤を取得しようとする商業資本相互間の競争の利用を通じて行われるO すなわ

ち，さきにみたように農産物の収集過程では農産物の選別，貯蔵，保管施設の

所有が商業資木の競争にとって重要な意義をもつか，これに対しては制度融資

による拡充政策がとられ，しかもそれが農協の集荷率の強化の措置として進め

られるO また，農産物のイ中継過程では，中継卸売市場を国家の管理下におき，

そこに卸売商業資本を政策的に集中するとともにその排他的権利を保証すると

いう形で、すすめるO さらに分散過程にある小売商業資本に対しでも，その庖舗

の拡充や統合のための制度融資が行われている。こうした国家独占資本主義の

もとでの農産物取扱商業資本の政策的な集中の促進は，農産物流通の各段階に

多数介在する商業資本の合理化と手数料商人化を政策的に補強するものであ

る。
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lV 青果物取扱商業資本の変質過程

1. 膏果物市場の展開と問屋形態

いっぱんに商業資本は資本主義の発展段階に照応して，その性格を異にして

いる。すなわち，資本主義の発生期の段階ではいわゆる前期的商業資本として

小商品生産を従属させているが，自由主義の段階では，産業資本の商品資本の

同交化した形態として平均矛IJ潤率の形成に参加し，独占資本主義の段階では，

独占資木に従属し，いわゆる手数料商人に転化するものとされてLι。Lかし

資本主義の発展は各産業部門で不均等な発展を示すのが特徴であり，とくに工

業に対する農業のたち遅れは農業生産における土地所有と土地利用とし、う制限

のもとで一般的にみられるところである O この工業に対する農業のたち遅れは

fl本のように後進資本主義国のばあいは，とくに顕著に現われ，高度に発達し

た独占資本主義すなわち国家独占資本主義の段階にありながら，その体制のな

かに小農生産という遅れた農業部門を包含しているO

したがって，独占資本主義のもとで商業資本が手数料商人化するといっても

小食生産が支配的なばあしv その小農の販売する農産物を取扱う商業資本につ

いてはL、かなるかたちて、進行するのか，この問題が本論での中心的課題であっ

た。とくに現在，農産物市場の同家独占資本主義的再編成の過程が，進展して

いるといわれているがp この過程の進行を農産物取扱商業資本の手数料商人化

の論)JR との I~J連で解明しようとするのか，ここでの問題意織であった。現在進

行しつつある農産物市場の同家独占資本主義的再編成の過程を解明するにあた

って，商業資本ならびに農産物取扱商業資本にl却するこれまでのJllt論的成果を

ふまえて，具体的には背果物取扱商業資本を対象としこの性特?と機能が日木資

本主義の発展段附と対応してどのように変質してきたかを実証的に分析した。

そのばあい，万果物取扱商業資本の性mと機能の変質過程を肖果物取引の諸形
態の変遷との関連で分析した。すなわち， 121:果物0)取引形態は，その最も端平VJ

!'I'-Jな形態である生産者と消費者との直接的取引形態，これの発展した市場(イ

チバ)形態，さらに問屋形態，卸売市場形態，これの進化した中央卸売市場形

態，さらには大規模収集商業資本と大規模小売商業資本との直接取引形態など

荷業的青果物生産の発展と子f果物市場の拡大に対応して様々の形態をとるが，

木論ではこの巾でもとくに問尾形態から卸売市場形態への発展さらにはその中
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央卸売市場形態への転化と，中央卸売市場形態そのものの発展の各過程に照応

する青果物取扱商業資本の分析に重点を置し、/こ。

資本主義の成立期の商業的青果物生産の未熟な段階では，青果物市場の地方

介散性と対応して，青果物の流通過程において問黒形態が支配的であっt:..o こ

の問厚:形態の形成は封建制度のもとでも，都市への人r-lの集中を基礎にみられ

た。城下町などの都市を中心に成立した問屋資本は，封建制度のもとで，一方

では様々の封建的規制を受けるが，他方で、は弱小な生産者と小売商との間にあ

って前期的商業資本として独立し不等価交換によっていわゆる譲渡利潤の取得

をはかつていた。 問尾資本は生産者から青:果物を委託で受けとり，これを小売

商に相対取引で販売していたが，これはのちにみる委託売買資本とその性絡を

異にするものであるO 青果物を委託で取引したのは青果物商品の特質から来る

危険負担を生産者あるいは小売商に転化するためであったO 問犀資本は，資金

の貸付などを通じて，特定の生産者と小売商を従属させ小売商への青果物の販

売価絡および生産者への仕切価栴の設定にjおいて支配的な役割を果していたO

明治維新による封建制度の崩解により，問屋資本は封建的な規制lから解放さ

れたが，生産者と小売商に対する前期的な関係、は残された。しかし，資本主義

の発展と都市人口の集中は，青果物市場のいっそうの拡大を促進した。青果物

市場がなお地方分散的であるとはし、ぇ，消費地市場と産地市場の分離が進行し，

産地問屋と消費地問屋が成立した。農村における半封建的地主制のもとでの遅

れた商業的農業と結びつく産地問屋および都市における低賃金にもとづく遅れ

た青果物の消費構造に規制される零細な小売商と結びつく消費地問屋は，青果

物の流通過程においてなお支配的な地位にあった。これらの問屋資本は貸付資

木的性栴もかね，生産者および小売商との聞では前期的な取引を行い青果物の

地域的， I時間的価格差をたくみに利用しながらその利潤の拡大をはかった。間

足資本は背果物流通とその価格設定機能に;hl、て支配力をもったが，それを可

能にした条件は，問屋みずからが青果物の選別，包装，保管，貯蔵，運送など

いわゆる流通過程に延長された生産的諸機能を果す施設を掌握していたためで

あり，この傾向はとくに産地問屋において明確にあらわれた。

問屋形態は商業的青果物生産と青果物消費の遅れた構造に条件づけられてい

るが，逆に問屋資本の諸機能の強化は商業的青果物生産の発肢を促進し，手i果

物市場の範囲を拡大し，多様化する。商業資本の機能を通じて，生産された育
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果物のうち，ますます多くの部分が流通に入りこみ青果物の市場領域l品、っそ

う鉱大し，それとともに庁果物販売における偶然性が次第にとり除かれるO 資

本主義が産業資本として確立する時期は，都市人口も急激に増大し青果物に対

する需要も量的に増大するばかりでよく質的にも多様化するO こうした条件の

もとでは，庁果物を取扱う卸売商業資本といえども，その前期的取引にもとづ

く利潤取得は制限され問屋形態の存立基盤が弱められ，卸売市場形態への移行

をよぎなくされるO

卸売市場形態が問屋形態に代って成立する一般的条件は，消費地におけるずf

果物取扱卸売商業資本が，自由競争のもとて、の平均利潤の法則に従わざるをえ

なくなり，これまでのように安く買って高く売るといった前期的取引による利

潤取得では対応できず商業資本相互の競争を通してその利潤の拡大をはかると

すればより積極的に市場を拡大し資本の回転速度を高める以外には方法がなく

なるためで、ある。すなわち資本主義のこの段階では，交通，通信，貯蔵技術の

発達も進展し，これによって青果物市場の地域的，時間的拡大はし、っそう促進

され，また，商業的青果物生産の展開と専門的小売商の発展もすすむ。これら

の条件は青果物価格の地域的，時間的，段階的平準化をもたらす。この青果物

価格の平準化傾向は，これまで青果物の時間的，地域的，段階的価格較差を巧

みに利用して利潤の増大をはかっていた問尾資本の存立をますます制限するO

問尾形態から卸売市場形態への移行の過程で，青果物取扱卸売商業資本の性

格も変化する。卸売市場形態のもとでは仲継卸売商業資本は委託売買資本とな

る。卸売市場形態におけるイ中継卸売商業資本は，青果物流通のイ中継過程にあって

なお円立性をもちうるのは売買操作資本をみずから投下しているからであるO

また，商業資本が委託販売資本としてこのように円立しうるのは，商業信川

ばかりでなく銀行信用の一般的な発展を前提とする。仲紙卸売商業資木はその

利潤を売買差益として受取るのではなく，委託した背果物の販売価桁に対する

一定の割合すなわ手数料という形て、支払われるo 1定の手数料率を前提に，卸

売商業資本がその利潤の拡大をはかるとすれば，より積板的に資本の回転速度

を早めようとするO 卸売市場形態のもとではせり売りが中心となるが，この方

法は，現物取引を必要とする青果物の大量で、かつ迅速な取引にもっとも適した

ものだからである。委託売買資本として自立化することにより，イ中継過程への

青果物売買はL、っそう集中するO 青果物流通の特質である青果物需要の分散性
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と11i果物供給の分散性， 71f果物需要の恒常性と711:県物供給の季節性は，十l'説*-過

程における卸売商業資本の需給調節と価格設定機能によって統一される。 Lか

し，委託売買資本としてせり売を採用することにより，青果物の価格実現にと

もなう危険負担は青果問庵のばあいよりも縮小し，収焦過程あるl、は分散!t!fi!

にある商業資本に転化されるO

卸売市場形態の発展は，仲継過程への青果物流通の集中を基礎に青果物の収

集過程と分散過程にも大きく影響する。仲継過程で設定される価格は青果物の

生産者価格を規制し，これをめぐって青果物生産者相互間あるいは産地問の競

争はいっそう強化され，商業的1lj'果物生産はいっそう促進される。他方，イ中継

過程での青果物売買の集片吋土，小売商の専門化ばかりでなくその集中化も促

進する。日本のばあい，明治末期から大正初期にかけて資本主義が急速に発展

し，都市への人口の集中も顕著にすすみ， 71-果物市場における卸売市場形態へ

の移行の方向もみられた。しかし，なお，青果物消費の遅れた構造と半封建的

地主制に規制された商業的青果物生産の遅れた構造は，青果物の流通過程にお

ける問尾支配の形態を一般的なものとして，イ中紋卸売商業資本の成立を未熟な

ものにした。したがって， FI木のばあい，産業資本の確立が急速に独占資本に

転化するとLづ条件のもとで，背果物取扱商業資本が近代的商業資本として1'1. 

立しえないままに，独占資本主義のもとでの商業資本の合用化の方向をよぎな

くされるという特質をもつものとなった。

2. 青果物市場の編成と商業資本

独占資本主義のもとで，独占資木による商業資本の合型!l化と手数料商人化が

進行するといつも，背果物のように小差是の販売する商Ilhを取扱う商業部門への

独市資本の直接的支配の確立は悶難て、ある。守lLj果物の流通過程に:t川、てj収集，

イ中継，分散の複雑な過程を必要とし， しかも現物取引を必要とするなどの諸条

件は，商業資本の独自的活動を必要とする。すなわち，青果物の売買取引が大

規模化されたとしても，それによる流通費用の節約はなお商業資本に依存しな

ければならず，また，生産の分散性と消費の分散性に規制される青果物需給の

調節作用も商業資本の活動を必要とし，さらに青果物商品の標準化，単純化も

進まないままその使用価値的制限がつよく残存しているところでは，商業資本

の専門的手腕を発揮すべき領域がまだ強く残されており，独占資本主義のもと
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でも青果物流通の各過程に一商業資本が多数存←ιすゐ条flがりーえられているの
である。

しかし，独占資本の支配する経済体制のもとでは，すでに独占資本による高

利潤が確保されているという前提のもとで， 111-果物を取扱う尚業資本の利if¥'Jは

これらの資本間の競争を通して平均利潤以下に制限されていかざるをえなL、。

さらに，資本主義の諸矛盾がいっそう深刻化する独占資本主義のもとでは独占

資本の高利潤とその支配体制を維持するために，いっぱんに農産物市場に対す

る国家の介入が強化される。第1次大戦を経過する時期は，円本資本主義が急

速に独占資本主義の体制を強化した時期であり，都市人口のいっそうの集中と，

食料需要の急速な増大も進展した。しかし， n木資本主義の構造的特質である
低賃金構造と農村における半封建的地主制の支配は，農産物市場の発達と商業

的農業の展開をきわめて緩慢なものとした。こうした条件のもとで第1次大戦

を契機とする食料農産物価格の極端な騰貴はついに米騒動を勃発させた。これ

を契機に農産物市場に対する国家の介入が強化された。すなわち，日本人の主

食である米穀取引に対しては米穀法が制定され，副食である升二鮮食料品の流通

に対しては中央卸売市場法が制定きれt~o

中央卸売市場法にもとづいて，大都市を中心に中央卸売市場が設立されたが

これによって従来の青果物の流通過程においてなお前期的な性格を強く残して

いた商業資本は大きく編成替されるところとなった。

中央卸売市場への仲継卸売商業資本の収容の過程で，多数の消費地問尽の集

中がはかられ，これによって青果物売買も集中した。中央卸売市場におけるイ中

継卸売商業資本は卸売市場形態における卸売商業資本と同様に委託買資本とし

ての共通の'性格を有するO しかし，卸売市場形態においては，その自立.性の某

礎となっていた売買操作資本のうち建物等への投資は公共投資となっているた

め，売買労働と売買手段の一部に制限される。中央卸売市場に制度的に収容さ

れたイ中継卸売商業資本は，たとえば取引品円の制限，場外取引の禁止，買付品に

対する規制，手数料率の制定など，その活動は大きく制限されている。すなわ

ち，仲継卸売商業資本は独占資本主義のもとで，同家の制度的規制のもとにお

かれた委託売買資本であり，商業資本の合・用化と手数料商人化の方向を政策を

通して進められた形態で、あるといえよう。しかし，他面では，イ中継卸売商業資

本は保証金を積み史て，取得する手数料のうちから一定の施設使用料の負担な
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どにより中央卸売市場の施設を利用して商業を営む排他的権利が与えられる。

イ中継卸売商業資木は，与えられた手数料率を前提に，その利iWl拡大を計るとす

ればせり取引によって青果物の取扱最をいっそう拡大しようとする。すなわ

ち，仲継卸売商業資本は，商業資本のうち商品買取資本はもちろんのこと，売

n資木のうち建物などの施設費も節約し，さらに危険負担準備金も節約して，
相対的にますます少ない資本でもって大量の予f果物を流通させるのである。こ

うした仲継卸売商業資本の機能を通して，中央卸売市場への青果物流通の集中

が進展する。この中央卸売市場への青果物流通の集中を基礎に背果物の社会的

需給の調節と一定の市場圏内における市場価格の設定という社会的機能も果す

のである。

これまでの遅れた青果物の流通形態を編成替して公設の中央卸売市場が成立

したことは，青果物の収集過程あるいは分散過程における商業資木の存fT.にも

大きな影響を与えずにはおかなかった。従来の消費や問F歪に代って仲継卸売商

業資本が成立したことは，収集過程での商業資本の前期的な取引の条件をほり

くずす作用をしたO すなわち仲継卸売商業資本の大量かつ迅速な取引のために

は青果物の取引単位の大規模化と総統的な入荷が必要とされ，せり取引に対応

するためには青果物の規格化と標準化が必要となった。また消費J也までの取引

がこれまでの相対取引に代ってせり取引となり，そこでの価絡が公表された。

この市場価絡は産地の移出問屋ばかりでなく， 71t果物生産者も知ることができ

るようになった。これらの変化は青果物の収集過程における取引関係に二軍に

影響を与えた。すなわち，一方ではこれまで生産者からの青果物の集荷過程，

その選別，規格，貯蔵過程，消費地問院への出荷過程で独自機能を果し，前期

的取引が可能で、あった産地問憶が従来のような取引では対応できなくなったこ

と他方ではこうした産地問民の前期的な取引に対抗して，みずから出荷組合を

組織して，煎楼消費地のイ中継卸売商業資本と結びつく休j~llができあがってきた

ことであるO こうした青果物の収集過程における編成替の方向は，従来の産地

問底の前期的取引を制限するという限りでは積極的意義をもつものであった。

しかし，この編成替は同時に独占資本主義のもとでの商業資木の合J!R化の方的!

と対応したものであり，出荷組合の形成，その規模拡大，仲継卸売商業資本と

の結合強化も，結局こうした合-深化と対応した姿であり，青果物生産者の利益

と前棲結びつくものとはなりえなかった。この過程での編成替の方向がたとえ
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ば帝国長会による背果物出荷組合の育成強化にみられるように，政策的にHbifー

された。

rl'央卸売市場の形成にみられた 'r~'果物流通の編成替の方向は，古米物の分散

過程にもみられた。都市への人口の集中と青果物消費の盈的払大と質的多様化

につれて，青果物取扱小売商の専門化も進展したが，この傾向が強まるにつれ

て従来の消費地問屋に対する小売商の従属関係もしだいにくずれ，神田市場に

おける歩反問題にみられたように，小売商の組織的まとまりと問屋資本に対す

る抵抗も強化された。こうした小売商の自立化の方向は中央卸売市場が形成さ

れるにつれていっそう強化された。中央卸売市場の成立とそこでの仲継卸売商

業資本の青果物の迅速な取引に対応して，専門的小売商の対応も変化し，小売

市場の形成が一般化するO 小売市場においてはかつての問屋に従属した小売商

のばあいとことなり，樹売の減少と正札現金売の増大，配達，御用聞きの減少

と小売商の宿先販売の増大など，小売商の取引方法も変化するO これは中央卸

売市場での青果物取引と代金決済の迅速化，せり取引にともなう υ々 の価格変

動に対する小売商の対応を示すものであった。小売商の存在を近代化するため

の掛置は，やはり米騒動にともなう物価問題を契機に政策的にも推進された。

公設小光市場の設立が，政府の融資制度ーのもとで，全国の主な都市ですすめら

hた。しかし，この段附では，小売商の大多数が専門化したとはし、ぇ家族労働

を中心とする小営業であった。したがって，大都市においては，中央卸売市場

の設立にあたって，大規模化した仲継卸売商業資本とこれら零細な小売商.との

問に分散卸売商業資本を介在させ， これを仲買人制度として中央卸売市場の中

に包摂したことはし、うまでもなし、。

以 l二の如く青果物流通の仲継過程に対する市場編成は，青果物の収集過程お

よび分散過程における編成をともなって進行した。この編成政策は，昭和恐慌

による資本主義の体制的危機のいっそうの深化という条件のもとで，国家独占

資本主義の体制が強化される過程でいっそう強められていった。しかし，日来

事変から第2次世界大戦へと日本経済が戦時統制経済に移行する過程で，青果

物取扱肉業資本もその独自l下j諸機能はし、ちぢるしく制限されていった。すなわ

ら昭和115年の「こI411果物統制規則」をはじめとする一連の統制措置により，公定

価格の設定と，配給統制，せり売の禁止，仲買人制度の廃止，卸売人の合併と公

社化などが実施され，中央卸売市場はその機能を完全に失うに至った。青果物
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流通の各過程に介在する商業資本は，戦時国家独占資本主義のもとで，青果物

価格の設定機能も青果物需給の調節機能もうばわれ，青果物の単なる配給機能

を果すものとして事実上の手数料商人に転化したO しかし，ここでの商業資本

に対する国家統制と手数料商人化は，戦時国家独占資本主義のもとで，商業的

青果物生産の展開と青果物市場の発展を強権的に抑圧する過程で実胞されたも

のであり，このことじたし、青果物の流通問題をいっそう深刻化せしめずにはお

かなかったのである。

第2次大戦後の日本資本主義の復活強化と農地改革以降の商業的青果物生産

の展開とし、う条件のもとで，青果物流通に対する統制経済も解除され， J:j:1央卸

売市場制度が復活した。戦後日本資本主義の構造的変化は，青果物の流通形態

において卸売市場形態を支配的なものにした。それは，まず現在の大都市にお

ける中央卸売市場がますますその仲継市場として機能を深めていったことに示

されるO また地方中都市にも中央卸売市場が開設され，そこでの機能が強めら

れた。さらに，地方中小都市においても，いわゆる地方卸売市場が広汎に形成

されていった。このように卸売市場形態を一般化した条件は，まず，農地改革

により半封定的土地所有制度が崩解し，商業的青果物生産が顕著に進展したこ

とであるO また，青果物の消費構造も変化し，それが高度化し，多様化してい

った。背果物市場は大都市中心の発展ばかりでなく，地方都市にも，さらには

農漁村地帯にも拡大し1-::-0 青果物市場の地域的時聞がj拡大は，青果物価絡の地

域的，時間的，段階別の平準化を促進したO これらの諸条件は，青果物の流通

過程における商業資本の前期的取引の可能性をますます弱め，都市における卸

売市場の形成とこれと産地における青果物の組織的販売体制との結合を強める

ところとなった。戦後のこうした展開は，すでに戦前段階にみられた青果物編

成の方向を全而的に発展させたものである。しかし，これによって，青果物の

流通過程に介在する商業資本はけっして，その I~I 由な活動が許されているわけー

ではなし、。むしろ，戦後のあらたな形態をとって強化しつつある国家独占資本

主義の体制のなかに，それらの商業資本といえども大きく組みこまれてゆき，

その合理化と再編成をよぎなくされているのであるO

3. 青果物市場の再編成と商業資本

昭和30年以降の独占資本の強蓄積の過程で，青果物の流通過程に介在する商

業資本にがけ』るliil家独占資本主義的な政策介入が強化さ;1しつつあるが，それは
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とくに青果物流通において中心的機能を果している中央卸売市場にむけられて

いるO これは青果物流通のように独占資本の直接的掌握が困難な分野に対して

も，独占資本はその高利潤と支配体制を維持するために，青果物の流通過程に

介在する商業資本の政策的な集中と合理化を推進することにより独占資本主義

のもとでの商業資本の一般的な形態である手数料商人化をより強力におしすす

めようとするものにほかならなし、。しかし，こうした政策的介入も，青果物の

流通過程で現実に機能している商業資本の運動すなわち G-W-G'を前提と

し，これを利用してはじめて可能となるのである。

中央卸売市場における仲継卸売商業資本は，制度的規制を受けた委託売買資

本として，現在積極的にその機能を強めているO イ中継卸売商業資本は，制度的

に与えられた手数料率しかもそれが引き下げられるとL寸条件のもとで，その

利潤追求をめざして，営業費比率を低下させ，取扱金額を増大させ，資本の回

転速度を早めるために積極的に活動している。中央卸売市場への青果物流通の

集中とそこでの仲縦卸売商業資本じたいの集積，集中は，中央卸売市場があら

たに設立されその過程で卸売商業資本が統合されるというばかりでなく，そう

した仲継卸売商業資本の利潤拡大をめざした積極的な日-動にもとづいているO

また，仲継卸売商業資本はその資本の回転速度をはやめるために，青果物の収

集過程あるいは分散過程で機能する商業資本の合.L~t化と大型化を促進するとと

もに，そこで医傭される商業労働者の作業能率を泊lめつつある。仲継卸売商業

資本の集積，集中と機能強化は，中央卸売市場設備の整備，拡充，卸売人の手

数料率の引き下げ，交付金に対する制限，仲買人の集中合併の促進など国家に

よる一連の合用化政策によって補強されてし、る。

中央卸売市場への古果物流通の集中とそこでの仲継卸売商業資本の諸機能の

強化は，同じく古果物の{中継段階にある地方市場における卸売商業資本の競争

を激化させ，その再編成を促進せずにはおかなし、。すなわち，大都市における

背果物流通の集中を基礎に設定される中央卸売市場での市場価格は，地方市場

での価格形成の基準となれそれを規制するO また，中央卸売市場での青果物

の迅速な取引は，地方での卸売商業資本の取引にも影響し，そこでの代金決済

の速度 ~(aやめす、にはおかな L、口さらに， '1'央卸売市場での手数料率の引下げ

に応じてIli]じく地方市場での卸売尚業資本に対Lても陸地の移出向あるいは出

荷間休からその引き下げが安;求され'.地方の卸売商業資本は従来と IITJじ取扱刻
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模では利益率が低下せざるをえなし、。かくして，地方市場における卸売商業資

木相互聞の競争はいっそう激化し，そこでの統廃合が進行する。また，こうし

た地方市場における卸売商業資本の集小と合併は政策的にもすすめられる。そ

れは，たとえば地方中都市における中央卸売市場の設立あるいは，そこまでい

かなくとも市営市場の設立という形態で進行している。また，地方卸売市場設

備の拡充のための制度融資や代金決済の迅速化を促進する資金の融通も行われ

ている。こうした地方市場における卸売市場の合深化の進展はし、まなお育果物

の遅れた生産や消費の状態を条件に残存している問屋形態や朝市での取引の存

立基盤を弱め，卸売市場形態への移行を促進しているO

|浪られた手数料率のもとでの仲継卸売商業資本相互間の競争は，資本の回転

速度の増大を追求させ，青果物の取扱数量の拡大を促進する。青果物の取扱数

量の増大は，イ中継卸売商業資本がある品目の青果物について多数の荷主と取引

するだけでなく 1荷主から多数の品目で多量の青果物を集荷することによっ

て可能となるところで仲継卸売商業資本にとって荷主の数の増大といっても，

それが零細な荷主で、あるばあい，営業費用の相対的増大となるため必ずしも望

むところではなし、。むしろ積極的に取引単位の大きL、継続的集向のT可能な大規

模な荷主と結合しようとしており，げんに大都市における大規模な仲継卸売商

業資本は共販体制の確立した大型の出荷団体との結合を強めている。背果物の

収集過程における合理化を促進し大型の出荷団体と大規模仲継卸売商業資本と

の結合を強化させようとする方向は，政策的にも推進されているO たとえば，

卸売人の手数料率の引下げにともなう荷主交付金に対する規模別交付率の設

定， 構造改善事業による大型選果貯蔵施設の設置， 農協合併の促進， 野菜生

産1:I:l荷安定制度などの施策は，古*物の収集過程における出術団体相互間の競

争を利)目してすすめられているO これらの展開のなかで，いまなおりんご，玉

ねぎなど投機的な取引の可能な背栄物におし、てi土産地移出向の存立条件が延長さ

れているが，しかし，産地移出商といえどもますます相互の競争が激しくな

り，銀行資木への依存を強めるとともに，消費地の仲献卸売商業資本に対する

路地仲買人としての地位に低下しつつあるO

イ'1'秒淋I

/たこめ， より大土規i目2模で

とするO ますます大量でかつ迅速な取引の進展に対して，弱小な仲買人や小売
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商で、はその対応が困難となり，これらの分散過程にある商業資本の競争と集中

も進展する。青果物取扱小売商の集中は専門的小売商から総合食料品庖さらに

はスーパー・マーケットへと展開し，この過程で従来の家族経営に代って資本

主義的経営への進展がみられるO 大規模小売商業の形成は，中央卸売市場での

仲買人を介しての取引との矛盾ーを深めつつあるO 仲継卸売商業資本の集中化と

大規模小売商の発達との間にあって分散卸売商業資本の競争はいっそう深刻さ

をましているO 青果物の分散過程iこ介在する小売商業資本に対する合理化と集

中化をすすめる政策は，中小企業「近代化」政策の一環として，ボラタリー・

チェーン計画にみられるように，強化されつつあるO また，仲買人に対しでも

整理対象とする仲買人に対して資金の融通を制限するなど，その整理，合併政

策が強力に推進されているO 小売商業資本の集中が，多数の倍舗を各地に所有

し，みずからも集荷機能を果しうるような大型スーパー・マーケットのばあい

は，中央卸売市場の存立条件を崩すものであるが，すでにその方向がみられは

じめたことは注目される O

以上，背果物流通の収集，仲継.分散の各過程においてその再編成が進行し

つつあるO すでにみたように戦前段階においても，独占資本主義のもとで，従

来の遅れた前期的取引関係を強くもっていた青果物の流通構造を政策的に編成

替し，その近代化をすすめる方向がとられた。現在すすめられている再編成の

方向は，そうした特質をともなっているとはし、え，その基本的性格はすでに近

代化の進行した商業資本まで含めて，そこでの競争を積極的に利用して，その

合用化と手数料商人化を推進するものであり， 庁果物市場の再編成としづ意義

もまさにそこにあるといえよう O

ところで，現在の ~I.l央卸売市場への背果物流通の集中とイ中継卸売商業資本の

規模鉱大と諸機能の強化を中心とするこうした再編成の民聞は，その進行の過

程であらたな矛前をともなっている〈ことは注目しなければならなし、。すなわち

仲継過程への白:果物流通の集中と対応して反問する背果物の収集過程における

背果物販売組合の規模拡大と青果物の規格化標準化の進展とともにすすむ分散

過程における大規模小売商業資本の発展は，中央卸売市場での青果物取引にお

いてこれまで結合していた青果物の価格設定の機能と現物流通の機能とを分離

する i可能性をもたらしていることであるO こうした条件のもとで大規模小売商

業資本と大規模な農産物販売組合との直按的取引を可能にしている，現在，尋1:
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例的にみられる青果物の集配センターの形成はまさにその具体的な現れといえ

よう。また，中央卸売市場への青果物流通の集中と対応してすすむ青果物の貯

蔵加工設備の拡充と青果物の規格化の進展は，青果物の流通，貯蔵，加工過程

への独占資本の進出を容易にし，仲継卸売商業資本はそれに従属し，設定され

た価絡のもとで単なる販売機能を担当するものに転化する可能性を含むもので

ある。青果物のばあいこの点はし、まだ明確な形では進んでいないが，冷凍1(¥の

流通などでは明白にみられるところである。新卸売市場法の成立にみらるよう

れに，現在，中央卸売市場ばかりでなく，地方卸売市場をも含めて生鮮食料品

の流通機構を強力に再編成しようとするねらいも，単にこれまでのように流通

過程で機能する商業資本の合型化と手数料商人化をすすめるということにとど

まらず，生鮮食料品の流通過程への独占資本の進出と支配を推進しようとする

ものであるO

4. 青果物市場再編成政策の性格

国家独占資本主義のもとでとられる農産物市場政策は，それがとられる時期

と対象農産物によってちがった形態をとって現れるO しかし，その共通した付

質は，まず農産物の流通過程に介在する商業資本，なかんす、く仲継過程にある

卸売商業資本の農産物価格設定機能に国家が介入し，独占資本の高利ìr~lを確保

するために，低農産物価格と低賃金の体制を維持することにあるO また農産

物流通の特質からくる収集，イ中継，分散の各過程に介在する商業資本に対する

独占資本の直接的掌握が困難なばあい，国家の制度を通じて，商業資本の節約

と手数料商人化を推進することであるO さらに，独占資本主義のもとで深刻化

する農産物の市場問題，価格問題からくる社会不安を緩和し，その体制的危機

を未然に防止することにあるO 戦後，日本の農産物市場政策の展開は，さらに

また国家独占資本主義の対米従属的性格から，農産物輸入を積極的に推進する

という役割を担っているO さらに昭和35年以降のいわゆる高度経済成長政策の

もとでは，農産物市場政策は労働力流動化をねらいとする構造政策と密接に結

びついて展開するという特徴をもっているO

現在，進行しつつある青果物市場に対する再編成政策も基本的にはそうした

特質をもつものといえよう O とくにH何不1135年以降の消費者物価の|二弁過程にお

いて， "1:.鮮食料品のがTー|二りが顕著であったことから，~I:.fr.\，(õ食品川JIの流通機柄 11

JW化政策は，たえず，物価対策の91でもすl要な課題としてとりあげられてき
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た。ところで，この流通機構の合理化政策をすすめても物価問題の解決とはな

らないことは，昭和35年以降の合理化政策が強化された時期にこそとくに消費

者物価の値上りが激ししその生産者価格との較差をますます拡大していった

ことからも明らかである。この間，物価対策と称されてとられた青果物の流通

機構の合理化政策は，すでに明らかにしたように，青果物の流通過程に介在す

る商業資本に対してその競争を利用した集中化政策にほかならなかった。それ

は中央卸売市場，地方卸売市場含めて仲継過程にある卸売商業資本のみなら

ず，分散過程にある仲買人，小売商の合併と大型化，さらには収集過程におけ

る零細商業の排除と農協の育成，さらには農協合併の促進など現在青果物流通

の各過程に対して全面的に強化されているO

こうした青果物流通の全面的な合理化政策は国家の制度を通じて流通過程に

介在する商業資本の節約と商業利潤の制限をはかるものであり，これによって

青果物取扱商業資本の手数料商人化を積極的に推進しようとするものであり，

さらに青果物の流通過程に介在する零細な商業資本の排除とこの部門からの労

働流出までねらったものといえよう O この流通機構の合哩化政策の推進によっ

て，青果物の流通費用の中で，純粋な流通費や商業利潤の相対的低下は進行す

るであろう O しかし，このことによって，流通費用の総額は必ずしも低下する

とは限らず，むしろ増加する傾向すらみられるのであるO 合'J!ll，化政策の展開に

ともなう近代化した設備の拡充は，青果物の流通費の中での物的な流通費用を

ますます大きいものにするであろう O とくに，青果物の流通・加工過程に独占

資本が進出し，それらの流通・加工施設を掌握したばあいは，独占資本は，青

果物の価格設定機能にまで探く関与するであろう。したがって，青果物の流通

機構合用化政策の展開は， 青果物の消費者価格の低下には直接むすびっくも

のではなし、。それは，むしろ背:果物の流通過程に介在する商業資本の合理化を

すすめることによって，そこへの独占資本の進出を容易にしうるものといえ

ようO

また，青果物市場の再編成政策の展開によって， 7竹J~~県~

〈るJlt尚i抗向'(j;業匙i資句4ふ本、記.のη.ヂ刊P川I!{化七，企i主ごi進江めるといつても' これによって本調11で弱小な j'{'別物取

1~ ，t(j業資本の {({E合併記しうるものではな L 、υ たLかに I'{'!.i~物内流通j位.f'ilの

中でもとくに1'11継i曲起にある卸光，m業資本のばあL、¥1， I 川家の~IíIJl立のもとでそ

の手数料率や取引方法が制限されてしるとはし、え，同時にその排他的権利もケー

);;) 
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えられており，委託売買資本として，青果物売買の集ιj-Iを基礎にその資本蓄積

をつづけているO しかし，これに対して大多数の零細な卸売商業資本は，系列

化されるかあるいは排除される傾向にあるとはし、ぇ，青果物市場の地方分散性

w果物生産と青果物消費の遅れた構造をもとにして，様々の形態で存続してL、
るO さらに，仲継過程にある卸売商業資木の制度的集中が計られたとしても，

零細な消費と零細な生産と結びつく青果物の分散あるいは収集の過程にはなお

零細な商業資本が広汎に存在しているO しかも，国家独占資本主義のもとで強

力に推進される産業合理化は，相対的過剰人口の累績をもたらし，これが背果

物の流通過程における零細な商業資本の介在と存続を可能にする一般的条件と

なっているO したがって，国家独占資本主義のもとでとられる青果物市場再編

成政策は，青果物の流通過程に介在する多数の零細な商業資本の存続と競争を

排除しうるものではなく，むしる独占支配のもとでこれら零細な青果物取扱商

業資本の競争はさらに深刻で蛾烈なものとなるであろう。
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